
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術的条件集別表２９．２ 
 

信号網接続用インタフェース仕様２



 

技別２９．２－１ 

１．装置構成 

本インタフェースにより接続を行う場合の装置構成例を図１．１に示す。但し、本インタフェースにより接

続を行う場合、当社の伝送装置等と直接協定事業者の伝送装置等は、同一の通信用建物内に設置されるものと

する。また、直接協定事業者の伝送装置等は、当社から供給された網同期クロックと同期し、且つ後述のフレ

ーム同期も満足しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．１ 接続構成例 

 

２．物理的条件 

本インタフェースの物理的条件を表２．１、表２．２に示す。 

 

表２．１ 物理的条件 

コネクタ ４Ｗ端子盤 

 

表２．２ ４Ｗ端子盤における回線名称と機能 

端子名称 機能 

ＳＡ 直接協定事業者からの送信 

ＲＡ 直接協定事業者での受信 

ＲＢ 直接協定事業者での受信 

ＳＢ 直接協定事業者からの送信 

 

３．電気的条件 

本インタフェースの電気的条件を表３．１に示す。 

 

表３．１ 電気的条件 

項目 特性 

 

通信用建物内

当社 

伝送装置等 

直接協定事業者 

伝送装置等 

信号網相互接続点

当社 

信号用中継交換機 

直定事業者 

信号用中継交換機 等 

直接協定事業者 

クロック供給装置 

抽 分配

分配

直接協定事業者 

伝送装置 

当社 

中継交換機 

直接協定事業者 

交換機 等 



 

技別２９．２－２ 

伝送符号 ＡＭＩ符号 

平衡／不平衡回路 平衡回路 

送出電圧（１１０Ω純抵抗終端時） １．０Ｖ０－Ｐ±０．１Ｖ 

半値幅 （〃） １５．６μｓ±１．５６μｓ 

不整合減衰量（１００Ｈｚ～３２ＫＨｚ） １５ｄＢ以上 

 

４．論理的条件 

４．１ 信号の定義 

本インタフェースにおける信号の定義を表４．１．１に示す。 

 

表４．１．１ 信号の定義 

論理 信号波形 

”０” バイポーラパルス無し 

”１” バイポーラパルス有り 

 

４．２ フレームの基本構成 

本インタフェースにおけるフレームの基本構成を図４．２．１に示す。 

 

 

 

 

 

 

図４．２．１ フレームの基本構成 

 

４．３ クロック同期・フレーム同期 

本インタフェースにおけるフレーム同期の方法を、図４．３．１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．３．１ フレーム同期の方法 

Ｆ Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ Ｄ４ Ｄ５ Ｄ６ Ｓ 

Ｄ１～Ｄ６ ：データ信号 

Ｆ ：フレームビット（”０”固定） 

Ｓ ：ステータスビット（”１”：通信中、”０”：端末終業中） 
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（Ｂｉｔ） 

6 4   K H z   

8   K H z   

64 
  
KH z
  
+8 KH z 
  

複合 バイポーラ信号 
  

15.6μｓ 
7.8μｓ 

F   D 1  D2 D3 D4 D5 D6 S F 

約１ 
  
0 - p   

64 
  
KH zデータ 

  

網同期クロック   

網同期クロック   

V 

 

3 . 9 µ S ±1.3 µS 


